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スポーツ教室アミカル
　（公財）市文化・スポーツ振興財団が、総合体育館や市
民体育館、市民温水プールで開催する、スポーツ教室や
イベントの参加者を募集します。
　教室の内容や申し込み方法など詳し
くは、同財団ホームページや３月１日
㈰の新聞折り込み、各施設などで配布
する「スポーツ教室アミカル」のパン
フレットを確認してください。

ミズノスポーツスクール
　ミズノ㈱が、市民体育館で開催するスポーツスクール
とスタジオサービスプログラム 2020 の参加者を募集しま
す。
　教室の内容や申し込み方法など詳し
くは、同社ホームページや総合体育館、
市民体育館などで配布する「ミズノス
ポーツスクール」のパンフレットを確
認してください。

今年は宇宙・生命学科と日本史学科
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入学案内書

総合体育館　 （7５9）９７１2問い合わせ 市民体育館　 （793）1888問い合わせ

ホームページ ホームページ

この宇宙、地球と生命の起源に迫る
　ブラックホールの撮影や重力波の発見
などが報道され、宇宙の研究・探査への
関心が高まっています。
　講座では、地球と太陽系の成り立ちや
宇宙と銀河の歴史を学び、地球外の生命
と文明の探査に向けて展望。天文学や宇
宙物理学、惑星科学、生命科学などの最
先端の研究活動を学び、知見を広げます。

日本考古学・日本史研究の最前線
　歴史というと不変や謎という印象があ
りますが、技術的変化や史資料の再発見、
新たな視点の開拓などにより、現在も変
わり続けています。
　講座では、考古学・文献史学の最近の
研究動向を紹介しながら、専門分野を持
つ各講師が解説。ドラマや小説では味わ
えない、歴史研究の醍

だ い ご み
醐味を味わいます。

各学科100人募集
初入学者を優先

同社同財団

　２月４～８日にキセラ川西プラザで開催された市展の特別賞が決まりました。青木賞
（市長賞）には工芸部門から乾恵さん（大阪市）の「十二支 神のもとえ」、平通賞（議長

賞）には日本画部門から山﨑一義さん（清和台東）の「深深と」が選ばれました。また、
市美術協会賞には写真部門から砂田まゆみさん（猪名川町）の「光芒」が
選ばれました。各部門の一席に選ばれた作品は下記の通り。

川西市展
入賞作品が決定

現代美術一席
「地空一体化」

書一席「ふぢなみの」

洋画一席「棚田の冬」

青木賞（市長賞）に「十二支 神のもとえ」、平通賞（議長賞）に「深深と」

文化・観光・スポーツ課　 （740）1106問い合わせ

彫刻・立体造形一席
「平和の祭典」

青木賞（市長賞）　
工芸一席

「十二支 神のもとえ」

平通賞（議長賞）　日本画一席「深深と」 市美術協会賞　写真一席「光芒」


